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5）『Hotel and Lodging Management』 Stutts & Wortman （Wiley, 2nd ed, 2006）、『Hospitality 
Industry』 Powers & Barrons （Wiley, 6th ed, 2006）、『Hotel management and Operations』 
O’Fallon & Rutherford （Wiley, 5th ed, 2011）など。
6） 団体・集会・宴会・会議・結婚式ほかの行事に区分している。
7） 立寄視察者・集会運営業者・旅行代理店・各種協会・インターネットに区分している。
8） SMERF は社交関係（Social）・軍関係（Military）・学校関係（Education）・宗教関係
（Religious）・同好会関係（Fraternal）の頭文字をつないだ言葉で、これらの関係の目的
でホテルを利用する需要層をそのように呼ぶ。
9） 市場を層に細部して把握する場合、年齢性別などの属性・行政区分や気候などの地理・
性格やライフスタイルなどの心理・購買頻度やブランド忠実性などの行動の、4つを基
準として分けるのが通常である（マーケットセグメンテーション）。ここではそうした
市場区分ではなく、利用目的を基準とした需要構成層を考える。
10）筆者が運営管理した中で、国内のほか、ヨーロッパ、アメリカ、アジア、
　　オセアニア、いずれの地域に於いても同様に窺えた。
11）シングル・ツイン・ダブルや、スタンダード・デラックスなど製品によって値段が違
うのは当然だが、ホテルは同じ製品にも様々に異なる料金を適用している。大きく季
節や曜日によって差をつけることがある他、個人正規料金・常顧客料金・契約会社料
金・旅行代理店扱料金・団体料金など、適用料金の種類は多い。
12）この観光関連施設は、観光案内所・ガイド詰所・標識・案内図・掲示板などを指す。
13）平成8年6月の「振興法」を引いて「旅館とホテルの区分は客室の数で、和室が半数以
上のものを旅館と呼び、洋室が半数以上のものをホテルと呼ぶ」とし、ホテル業と旅
館業を区別して解説しているが、本稿では宿泊ビジネスとホテルビジネスを同一と見
做し、旅館ビジネスもその中に含める。
14）旅行代理店と契約して、ホテルやバスやガイドなど、主として目的地の地上手配を受
託する業者である。
15）観光需要のみを対象とする観光産業としてツアーオペレーター業や土産品業を挙げて
おいたが、そもそも純粋な観光産業が存在するかについては議論がある。Weaver&
Lawtonも観光を繞る各産業が観光需要以外をも対象としていることが「大きな理由
となって、観光には標準産業分類の項目が割り当てられていない」と述べているし、
1170種を網羅する北米産業分類にも観光産業というものは含まれていない。しかし、
ここではそこまで厳格にではなく、内外の概説書と共に一般的なレベルで進める。
16）この点について筆者は、日本観光学会第99回全国大会（2009年10月）の研究発表「観
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光とホテル整備」の中で述べた。
17）ホテルではこの飲食部分を料飲、集会部分を宴会と呼ぶ。日本の総合型のホテルでは、
総収入に占める割合が概ね宿泊3：料飲3：宴会3：その他1と言われ、この3つが文字ど
おり収入の3本柱である。欧米では宴会は料飲の一部として扱われ、平均的にヨーロッ
パでは宿泊6～7：料飲4～3、アメリカでは宿泊7～8：料飲3～2と、日本のホテルの料
飲・宴会傾向が際立っている。
18）コンベンションは大規模な集会であり、コンベンションホテルはそのための大型会議
場や宴会場、分科会用の小型会議室、運営進行のための機器類を十分に備えた、言わ
ば集会特化型のホテルである。
19）都市部に立地するホテルという意味の和製英語である。英語ではダウンタウンホテル
と呼ぶのが一般的である。
20）インセンティブは一層働くための報酬であり、企業はよく働いた社員や成果を挙げた
契約相手を観光旅行に招待して、現地で表彰式などを行うことがある。優績者招待会
という苦しい訳語もある。参加する人数の多いこのインセンティブ旅行需要を、関連
業界では単にインセンティブと呼ぶ。
21）地域社会に密着したホテルという意味の和製英語である。英語でこれに該当する言葉
は見当たらない。
22）これをハードウェアとソフトウェアと言うこともあり、ソフトウェアを運営のシステ
ムやノウハウに宛て、人間とそれによるサービスをヒューマンウェアなどと呼んで3つ
とする人もあるが、ここでは穏当に施設とサービスにしておく。
23）この点について筆者は、『日本観光学会誌』第49号（2008年）に「文化観光の資源とし
ての食への取組み」で触れた。
24）文明と文化に関しては、「フランス文明とドイツ文化」といった考え方をはじめ種々の
言説があるが、ここでは国語辞典レベルの定義で足りるだろう。文化とは「人間の精
神活動の産物」であり、文明とは「人間の技術的・物質的活動の所産」である。（『日
本語大辞典』　講談社、1989年）
25）旅行客や観光客が各々何か他の目的のために移動して来た先でホテルを利用するのに
対し、地元客は正にそこで快適な時間を過ごすのを目的にホテルを使う。需要層の潜
在規模からしても現代社会のストレス度からしても、言わば大人のプチレジャーラン
ドとしての可能性は高い。中でも宿泊は時間も長く、客とホテルとの接触面も広い。
26）市場におけるポジション別マーケティング戦略の1つで、隙間戦略と訳されることも
ある。全体の中でのシェア拡大は目指さず、特定の分野に集中する戦略である。業界
ホテルの特化マトリクス■
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首位の企業が全方位に展開するのがリーダー戦略、対抗馬的企業が差別化を図ってそ
れに挑戦するのがチャレンジャー戦略であり、他にその他の企業が模倣して追随する
フォロワー戦略がある。
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